
は

じ

め

に

聖
徳
太
子
伝
の
発
展
と
寺
家
の
学
問

文
保
本
太
子
伝
所
載
の
厳
島
縁
起
を
め
ぐ
っ
て
1

往
昔
に
お
い
て
も
現
代
に
あ
っ
て
も
、
聖
徳
太
子
は
日
本
史
上
最
も

有
名
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
現
代
の
私
た
ち
が
時
に
は
旧
高

額
紙
幣
の
隠
語
と
し
て
親
し
み
を
感
じ
な
が
ら
そ
の
名
を
呼
ぶ
の
と
は

い
さ
さ
か
異
な
り
、
往
昔
の
人
び
と
に
と
っ
て
聖
徳
太
子
と
は
畏
敬
す

べ
き
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。

彼
ら
信
仰
者
に
と
っ
て
聖
徳
太
子
は
我
が
国
の
仏
教
興
隆
の
大
功
労

者
で
あ
り
、
観
音
の
化
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
中
国
古
代
の
発
舜

の
よ
う
な
為
政
者
の
理
想
像
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
近
世
に
は
大
工
や

左
官
の
職
祖
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
信
仰
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
太
子
の
行
状
を
伝
え
る
飛
鳥
時
代
の
史
料
は
極
め
て
少

な
い
。
そ
こ
で
聖
徳
太
子
信
仰
で
は
、
信
仰
の
根
拠
を
主
に
後
世
に
記

さ
れ
た
聖
徳
太
子
伝
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
太
子
の

事
績
が
記
さ
れ
て
以
降
、
管
見
の
限
り
で
も
二
十
種
を
超
え
る
聖
徳
太

子
伝
が
編
述
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
聖
徳
太
子
信
仰
に
最
も
強
い
影

響
を
及
ぽ
し
た
の
が
、
十
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
聖
徳

太
子
伝
暦
』
（
以
後
『
伝
暦
』
と
略
す
）
で
あ
る
。
現
代
に
ま
で
引
き

継
が
れ
て
い
る
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
『
伝
暦
』
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

十
二
世
紀
後
半
以
降
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
宣
伝
媒
体
と
し
て
、
聖
徳

太
子
伝
を
物
語
絵
の
形
式
で
絵
画
化
し
た
聖
徳
太
子
絵
伝
が
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
布
教
活
動
に
お
い
て
世
人
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
た

め
に
は
、
絵
と
言
葉
と
を
用
い
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
聴
衆
に
訴
え
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
絵
伝
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

菊
竹
淳
一
氏
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
絵
伝
に
描
か
れ
て
い
る
一
―
九

場
面
の
う
ち
、
一
―
一
場
面
が
『
伝
暦
』
所
載
の
事
績
を
絵
画
化
し
た

(
1
)
 

も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
残
り
の
八
場
面
は
『
伝
暦
』
録
外
の
事

(
2
)
 

績
な
の
で
あ
る
。
『
伝
暦
』
以
外
に
典
拠
を
求
め
ら
れ
る
場
面
は
菊
竹

内

田

吉

哉
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氏
が
指
摘
す
る
八
場
面
の
他
に
も
う
一
っ
、
太
子
が
三
十
一
歳
の
時
に

は
じ
め
て
厳
島
明
神
を
祭
っ
た
と
い
う
厳
島
神
社
の
縁
起
謂
が
あ
る
。

こ
の
場
面
は
愛
知
県
の
本
証
寺
が
所
蔵
す
る
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
（
重

要
文
化
財
）
の
第
五
幅
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
厳
島
神
社
の
縁
起

諏
は
、
文
中
に
文
保
元
年
(
-
三
一
七
）
も
し
く
は
文
保
二
年
(
-
三

一
八
）
の
年
記
を
も
つ
こ
と
か
ら
文
保
本
太
子
伝
と
総
称
さ
れ
る
一
群

の
聖
徳
太
子
伝
が
典
拠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
九
場
面
は
、
な
ぜ
聖
徳
太
子
絵
伝
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
聖
典
的
存
在
で
あ
る
『
伝
暦
』
を
逸

脱
し
た
新
し
い
事
績
が
、
な
ぜ
聖
徳
太
子
信
仰
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
聖
徳
太
子
信

仰
の
発
展
過
程
を
解
明
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
意
義
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
の
先
に
、
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
宗

教
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

『
伝
暦
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
説
話
が
聖
徳
太
子
信
仰
に

組
み
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
世
以
降
の
聖
徳
太
子
信

仰
の
神
秘
化
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
の
が
現
在
の
一
般
的
見
解
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
い
ま
だ
詳
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い
難

い
。
文
保
本
太
子
伝
所
載
の
厳
島
神
社
の
縁
起
諏
を
例
に
取
る
な
ら

ば
、
こ
の
説
話
は
、
何
者
に
よ
っ
て
聖
徳
太
子
信
仰
に
取
り
込
ま
れ
た

の
か
。
聖
徳
太
子
信
仰
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
ど

の
よ
う
に
聖
徳
太
子
信
仰
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
関
し
て
は
、
牧
野
和
夫
氏
に
よ
っ
て
文
保
本
太
子
伝
と
『
源
平
盛
衰

(
3
)
 

記
』
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
文
保
本
太
子
伝
に
収
録
さ
れ
る
厳
島
神
社
の
縁
起
諏
に

つ
い
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

文
保
本
太
子
伝
の
諸
本

ま
ず
、
文
保
本
太
子
伝
と
呼
ば
れ
る
聖
徳
太
子
伝
に
つ
い
て
も
う
少

し
詳
細
に
み
て
お
こ
う
。

十
世
紀
後
半
以
降
、
『
伝
暦
』
の
中
に
記
さ
れ
た
事
績
に
よ
っ
て
聖

徳
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
も
『
伝

暦
』
が
伝
え
る
太
子
の
事
績
を
補
足
・
拡
大
さ
せ
て
い
く
か
た
ち
で

様
々
な
聖
徳
太
子
伝
や
『
伝
暦
』
の
注
釈
書
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
聖
徳
太
子
伝
の
中
に
は
、
文
中
に
文
保
元
年
も
し
く
は
文
保
二

年
を
起
算
年
と
し
て
太
子
在
世
の
時
代
か
ら
の
経
過
年
数
を
示
す
本
が

あ
る
。
例
え
ば
、
富
山
県
氷
見
市
の
光
久
寺
が
所
蔵
す
る
『
正
法
輪

蔵
』
で
は
第
一
巻
冒
頭
の
「
太
子
讃
嘆
表
白
」
で
、

抑
聖
徳
太
子
ノ
我
朝
御
誕
生
之
時
代
ヲ
相
尋
ネ
上
古

-
l

侍
レ
ハ
年
号
ハ

金
光
三
年
壁
感
御
歳
也
昔
ノ
金
光
三
年
ョ
リ
今
文
保
元
年
マ
五
弓
方
タ

已
五
百
廿
八
年
也

と
記
し
、
聖
徳
太
子
の
誕
生
か
ら
「
今
」
の
文
保
元
年
ま
で
の
経
過
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表 1 文保本太子伝の伝存状況

所 蔵 書 名 所 在 地 備考

1 東大寺 正法輪蔵 奈良県奈良市 別冊的
2 金沢大学図書館 正法輪蔵 II類本

3 金沢大学図書館 正法輪蔵 11類本

4 浄勝寺 正法輪蔵 福井県丹生郡朝日村 11類本

5 聞名寺 正法輪蔵 富山県八尾町 11類本

6 光久寺 正法輪蔵 富山県氷見市 II類本

7 光久寺 聖法輪蔵 同上 II類本

8 法雲寺 聖法輪蔵 福井県丹生郡越廼村 I類本， 満性寺 聖法輪蔵 愛知県岡崎市 I類本

10 慶應義塾大学図書館 聖徳太子伝正法輪 別冊的

11 醍醐寺 聖徳太子伝記 京都府京都市伏見区

12 輪王寺 太子伝 栃木県日光市

年
数
を
七
二
八
年
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
記
述
を
も
つ
聖

徳
太
子
伝
が
光
久
寺
所

蔵
の
『
正
法
輪
蔵
』
の

他
に
も
各
地
に
伝
存
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総

称
し
て
文
保
本
太
子
伝

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
文
保
本
太
子

伝
と
い
う
名
称
は
正
式

な
書
名
で
は
な
い
。
現

存
す
る
文
保
本
太
子
伝

諸
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
の
書
名
が
つ
け
ら
れ

て
お
り
、
表
ー
に
あ
げ

た
現
存
す
る
十
二
点
の

文
保
本
太
子
伝
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
『
正
法
輪

蔵
』
『
聖
法
輪
蔵
』
『
聖

徳
太
子
伝
正
法
輪
』

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
『
太

子
伝
』
と
い
っ
た
書
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
（
表
1
)
。

こ
の
う
ち
『
正
法
輪
蔵
』
も
し
く
は
『
聖
法
輪
蔵
』
と
題
さ
れ
る
本

は
、
本
に
よ
っ
て
内
容
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ
本
と
み

な
し
て
よ
い
。
本
稿
で
は
、
以
降
『
正
法
輪
蔵
』
と
『
聖
法
輪
蔵
』
と

の
両
者
を
と
も
に
指
す
場
合
に
は
『
正
法
輪
蔵
』
と
総
称
す
る
。

『
正
法
輪
蔵
』
は
、
太
子
の
五
十
一
年
の
生
涯
を
一
年
ご
と
に
一
巻

に
分
け
、
全
部
で
五
十
一
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
正
法
輪
蔵
』
の

最
大
の
特
徴
は
、
聖
徳
太
子
絵
伝
の
絵
解
き
台
本
と
し
て
の
性
格
を
有

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
正
法
輪
蔵
』
に
は
本
文
中
の
随
所
に
「
…

御
鉢
是
也
」
と
か
「
…
御
有
様
是
也
」
と
い
っ
た
言
葉
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
絵
伝
を
指
し
示
し
な
が
ら
『
正
法
輪
蔵
』
を
読
み

説
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
各
巻
の
冒
頭

に
金
光
・
賢
称
・
鏡
常
．
勝
照
・
端
正
•
吉
貴
・
光
宛
・
定
居
・
倭
京

と
い
っ
た
私
年
号
を
掲
げ
る
点
も
特
徴
の
―
つ
で
あ
る
。
本
編
五
十
一

巻
と
は
別
に
、
太
子
の
事
績
に
関
す
る
秘
事
口
伝
だ
け
を
ま
と
め
た
別

冊
的
な
本
も
あ
り
、
慶
應
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
聖
徳
太
子
伝
正
法

輪
』
と
東
大
寺
所
蔵
の
『
正
法
輪
蔵
』
と
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

『
正
法
輪
蔵
』
本
編
は
全
部
で
五
十
一
巻
と
は
い
う
も
の
の
、
全
て

の
巻
が
そ
ろ
っ
て
い
る
本
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
表
ー
に
あ
げ
た
『
正

法
輪
蔵
』
各
本
に
し
て
も
、
愛
知
県
岡
崎
市
の
満
性
寺
に
計
一
＿
一
十
九
巻

伝
存
す
る
例
が
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
多
い
の
が
光

久
寺
に
伝
存
す
る
計
二
十
一
巻
で
あ
り
、
他
は
あ
ち
ら
に
数
巻
、
こ
ち
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ら
に
数
巻
と
い
っ
た
伝
存
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
継
ぎ
合
わ
せ
て
よ

う
や
く
お
お
よ
そ
の
全
体
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
し
か
し

い
ま
だ
伝
わ
ら
な
い
巻
も
あ
り
、
完
全
な
復
原
は
さ
れ
て
い
な
い
。

醍
醐
寺
所
蔵
の
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
と
題
さ
れ
る
本
は
、
内
題
に
は

『
聖
徳
太
子
伝
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
中
に
は
『
正
法
輪
蔵
』
と
同

じ
く
文
保
元
年
を
起
算
年
と
す
る
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
も
文
保
本
太
子

伝
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
は
、

『
正
法
輪
蔵
』
と
同
じ
く
太
子
の
生
涯
五
十
一
年
を
そ
れ
ぞ
れ
一
章
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
『
正
法
輪
蔵
』
と
違
っ
て
冒
頭
に

「
太
子
讃
嘆
表
白
」
を
持
た
ず
、
各
章
の
冒
頭
に
必
ず
し
も
私
年
号
が

(
4
)
 

記
さ
れ
て
い
な
い
。

輪
王
寺
が
所
蔵
す
る
『
太
子
伝
」
は
享
徳
四
年
(
-
四
五
五
）
に
書

写
さ
れ
、
現
存
す
る
文
保
本
太
子
伝
諸
本
の
う
ち
最
も
古
い
写
本
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
巻
奥
書
に

右
此
偲
者
、
四
天
王
寺
若
田
坊
之
秘
偲
也

と
あ
り
、
こ
の
本
が
四
天
王
寺
に
伝
わ
る
秘
伝
で
あ
っ
た
事
が
知
ら

(
5
)
 

れ
る
。
本
文
内
容
は
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
と
類
似
し
て
い

る。
以
上
、
こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
『
正
法
輪
蔵
』
も
し
く
は
『
聖

法
輪
蔵
』
と
、
そ
の
別
冊
的
な
性
格
を
持
つ
秘
事
口
伝
の
み
を
集
め
た

慶
應
大
学
本
『
聖
徳
太
子
伝
正
法
輪
』
・
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
、
そ

し
て
輪
王
寺
本
『
太
子
伝
』
と
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
、
こ
れ

ら
を
全
て
含
め
て
文
保
本
太
子
伝
と
総
称
す
る
の
で
あ
る
。

文
保
本
太
子
伝
が
書
か
れ
た
場
所
は
、
四
天
王
寺
か
そ
の
子
院
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
保
本
太
子
伝
の
う
ち
『
正
法
輪
蔵
j

と
題
さ
れ

る
本
は
真
宗
寺
院
に
多
く
伝
存
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
か
つ
て
文
保

本
太
子
伝
は
真
宗
教
団
の
内
部
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
一
転
し
て
四
天
王
寺
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
の
奥
書
に
着
目
し
た
考
察

(
6
)
 

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
第
一
巻
の
奥
書

こ
よ
、

9
 
.
.
 

文
保
一
ー
一
年
二
月
廿
八
日
、
於
四
天
王
寺
地
称
院
書
窮

法
印
権
大
僧
都
源
逼
七
十
二
歳

嘉
慶
元
年
町
十
一
月
十
日
、
四
天
王
寺
地
称
院
御
本
令
相
博
書
寓

畢

供
住
政
弁
深
秘
云

文
明
十
二
年
預
三
月
十
日
、
於
天
王
寺
乾
坊
書
寓
畢
門

明
應
六
年
cT
卯
月
十
五
日
帝
乾
坊
相

偉
昌
盛

と
記
さ
れ
、
こ
の
本
が
過
去
三
度
に
わ
た
っ
て
四
天
王
寺
に
お
い
て

書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き

は
最
初
に
書
写
さ
れ
た
時
の
年
記
で
あ
る
。
文
保
本
太
子
伝
は
そ
の
文

中
に
文
保
元
年
も
し
く
は
文
保
二
年
を
「
今
」
の
年
代
と
す
る
記
述
を

持
つ
が
、
そ
れ
か
ら
遅
れ
る
こ
と
わ
ず
か
一
年
の
文
保
三
年
(
-
三
一
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九
）
に
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
が
四
天
王
寺
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
四
天
王
寺
が
文
保
本
体
太
子
伝
の
成
立
と
き
わ
め
て
密

接
し
た
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
文
保
本
太
子
伝
に
お
い
て
、
厳
島
神
社
の
縁
起
謙
が
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。
往
時
の
絵
解
き
僧
が
絵
解
き
を
行

っ
た
よ
う
に
、
厳
島
神
社
の
縁
起
諏
が
描
か
れ
て
い
る
本
証
寺
所
蔵

『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
の
画
面
を
追
い
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
て

い
こ
う
。

本
証
寺
は
愛
知
県
安
城
市
野
寺
に
あ
る
浄
土
真
宗
の
古
刹
で
あ
る
。

本
証
寺
所
蔵
の
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
は
十
幅
で
一
具
を
な
し
、
掛
幅
形

式
の
聖
徳
太
子
絵
伝
と
し
て
は
現
存
作
品
中
最
も
幅
数
が
多
く
、
し
か

も
欠
損
し
た
幅
の
な
い
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
十
幅
の
中
に
九
十
を
越

え
る
事
績
場
面
が
描
か
れ
、
こ
れ
ら
の
事
績
場
面
は
各
幅
と
も
下
か
ら

上
に
向
か
っ
て
年
代
順
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
制
作
年
代
は
鎌
倉
時
代

末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
ま
で
の
間
と
み
ら
れ
、
真
宗
寺
院
に
伝
存
す

る
太
子
絵
伝
と
し
て
は
か
な
り
古
い
作
例
で
あ
る
。

こ
の
本
証
寺
本
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
十
幅
の
う
ち
の
第
五
幅
に
厳
島

神
社
を
描
い
た
場
面
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
証
寺
本
『
聖
徳
太
子
絵

伝
』
第
五
幅
は
、
本
来
は
同
寺
所
蔵
の
『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
第
二
幅

(
7
)
 

と
第
三
幅
と
の
間
に
充
当
さ
れ
る
べ
き
幅
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
厳
島

神
社
の
社
殿
が
描
か
れ
た
作
例
の
う
ち
、
著
名
な
も
の
と
し
て
『
一
遍

上
人
絵
伝
』
が
あ
る
。
正
安
元
年
（
―
二
九
九
）
に
成
立
し
た
『
一
遍

図 1 聖徳太子絵伝（第五幅

証寺）

本

上
人
絵
伝
』
は
厳
島
神
社
の
社
殿
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
最
古
の
現

存
作
品
で
あ
る
が
、
本
証
寺
本

『聖
徳
太
子
絵
伝
』
は
そ
れ
に
次
い
で

古
い
作
例
に
な
る
。

本
証
寺
本
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
の
第
五
幅
は
同
絵
伝
の
他
の
幅
と
は

様
相
が
異
な
り
、
一
幅
の
う
ち
に
描
か
れ
る
場
面
数
は
少
な
い
。
画
面

は
三
場
面
に
大
き
く
区
画
さ
れ
、
下
段
に
太
子
と
物
部
守
屋
と
の
合

戦
、
中
段
に
熊
野
大
社
、
そ
し
て
上
段
に
厳
島
神
社
の
社
殿
が
描
か
れ

て
い
る
（
図
l
)
。
水
上
に
浮
か
ぶ
厳
島
神
社
の
左
上
に
は
、
霞
に
半

ば
塗
り
込
め
ら
れ
て
お
ぽ
ろ
げ
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
月
輪
が
描
か
れ
、
こ

れ
が
鳥
廠
し
た
視
点
か
ら
の
社
殿
の
描
写
と
相
ま
っ
て
、
さ
な
が
ら
垂

迩
曼
荼
羅
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
図
様
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
)
。

厳
島
神
社
の
社
殿
の
周
囲
に
は
い
く
つ
か
の
事
物
が
描
き
添
え
ら
れ
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て
い
る
。
画
面
左
側
に
は
僧
形
の
人
物
が
二
人
と
経
巻
・
舎
利
容
器
・

仏
画
が
描
か
れ
、
画
面
右
下
に
は
衣
冠
束
帯
の
人
物
と
そ
の
前
に
ひ
ざ

ま
ず
く
鬼
二
匹
が
み
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
事
物
が
何

を
意
味
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
事
物
は
本

稿
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。

こ
の
幅
中
に
厳
島
神
社
の
社
殿
が
描
か
れ
て
い
る
理
由
を
解
き
明
か

す
た
め
に
重
要
な
の
は
、
厳
島
社
殿
前
面
の
海
上
に
浮
か
ぶ
船
二
艘

図2 三十一歳、厳島明神を祭る（第五幅部分 本証寺）

図3 佐伯鞍職（第五幅部分 本証寺）

の
よ
う
に
は
じ
ま
る
。

年
号
吉
貴
九
年
頭
紘
春
二
月
之
比
客
星
出
翡
匁
五
茎
竺
数
千
万
罪

鳥
榊
ノ
枝
ク
ワ
エ
テ
洛
中
ー
多
今
出
現
ス
推
古
天
皇
驚

i-
給
ヘ
ハ
叡
慮
↓
万

人
及
ユ
仰
天
五
屯
時
ノ殿
下
聖
徳
太
子
＿
一
有
コ
ケ
レ
ハ御
尋
一
太
子
ノ
天
奏
二

云
ク
抑
是
夭
ふ
ク
モ
天
照
大
神
同
体
霊
神
也
本
地
久
遠
実
成
ノ
往

古
如
来
周
遍
法
界
ノ
流
遮
那
仏
也
実
二
百
王
守
護
ノ
霊
神
ノ
我
朝
ニ
ホ

現
／
御
座
ス
ヘ
キ
以
l

瑞
相
↓
彼
鳥
数
万
ノ
榊
ノ
枝
ヲ
ク
ワ
エ
テ
顕
現
ス
ル

図4 厳島明神（第五幅部分 本証寺）

と
、
そ
の
船
上
に
い
る

人
物
た
ち
な
の
で
あ
る

（図
3
.
4
)
。
こ
れ
ら

の
事
物
と
あ
わ
せ
て
文

保
本
太
子
伝
を
読
み
と

く
こ
と
に
よ
っ
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
こ
の
場

面
を
理
解
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
文
保
本

太
子
伝
諸
本
の
う
ち
、

浄
勝
寺
本
『
正
法
輪

蔵
』
を
例
に
と
っ
て
読

み
す
す
め
て
み
よ
う
。

浄
勝
寺
本
『
正
法
輪

蔵
』
三
十
一
歳
条
は
次
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所
也
卜
奏
ン
給
ヘ
リ
次
ー
ー
客
星
丑
寅
ノ
神
変
之
事
奏
ン
給
ハ
ク
夫
彼
客

星
者
其
名
ヲ
天
台
星
卜
云
星
也
我
朝
＿
一
霊
仏
出
現
ン
窮
王
木
来
際
↓
自
二

王
城
在
竺
丑
寅
一
ー
可
レ
利
考
衆
生
ヲ
瑞
＿
相
也

「
吉
貴
九
年
」
と
い
う
私
年
号
で
記
さ
れ
る
壬
戌
年
は
推
古
天
皇
十

年
（
六
―
二
）
に
あ
た
る
。
そ
の
二
月
、
都
の
空
に
客
星
が
出
現
し
、

数
千
万
羽
の
鳥
が
榊
の
枝
を
く
わ
え
て
飛
来
す
る
と
い
う
怪
現
象
が
発

生
し
た
。
太
子
は
、
推
古
天
皇
以
下
驚
き
怪
し
む
人
び
と
に
対
し
て
、

こ
れ
ら
は
尊
い
神
仏
が
あ
ら
わ
れ
た
ま
う
瑞
兆
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

右
の
一
節
を
絵
伝
の
前
に
居
並
ぶ
聴
衆
に
向
か
っ
て
前
口
上
の
よ
う

に
読
み
聞
か
せ
た
後
、
こ
こ
か
ら
絵
解
き
僧
は
、
さ
て
、
と
声
を
高
め

て
画
面
を
指
し
示
し
た
で
あ
ろ
う
。
浄
勝
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
三
十
一

歳
条
は
絵
伝
の
画
面
に
解
説
を
加
え
て
ゆ
く
。

ウ

ト

ネ

リ

サ

エ

キ

ク

ラ

モ

ト

、

同
三
月
之
比
安
芸
国
／
国
司
内
舎
人
佐
伯
鞍
職
云
者
ノ
参
内
シ
テ

奏
ス
ル
様
、
去
比
乗
船
恩
賀
ノ
嶋
卜
申
嶋
ノ
邊
孟
存
巫
咀
海
上
こ
咤
侍
ル

時
西
ノ
方
ヨ
リ
奉
錦
ノ
帆
船
見
へ
来
レ
リ
竜
頭
之
船
也
船
ノ
中
三
一
人
有
―

サ

エ

キ

貴
女
一
捧
吋
紅
ノ
奴
佐
↓
其
形
如
天
女
↓
佐
伯
一
告
云
吾
為
一
百
王
守

護
↓
離
本
所
芸
陪
王
城
而
相
見
ル
ニ
彼
嶋
↓
実
厳
ク
思
食
セ
ハ
末
代

利
物
之
棚
卜
古
此
ノ
嶋
↓
者
也
守
こ
法
大
王
五
所
じ
弘
仏
法
井
二
百
王
一

済
コ
渡
セ
ン
一
切
衆
生
芹
墾
彼
嶋
一
厳
留
ユ
神
慮
↓
早
ク
吾
ヲ
ハ
号
孟
瞑
嶋
ノ

大
明
神
↓
此
嶋
ノ
中
二
大
小
社
檀
井
＿
ー
海
上
造
コ
百
八
十
間
ノ
廊
五
U

ヲ

告
げ
奉
咋
崇
メ
給
ヘ
リ

―
一
艘
の
船
の
う
ち
左
の
船
に
乗
る
人
物
は
安
芸
国
の
国
司
佐
伯
鞍
職

で
あ
る
（
図
3
)
。
あ
る
日
、
佐
伯
鞍
職
は
海
上
で
船
遊
び
を
す
る
う
ち

に
竜
頭
の
船
に
出
会
う
。
竜
頭
船
に
は
こ
の
世
の
人
間
と
は
思
え
ぬ
三

人
の
貴
女
が
乗
り
、
紅
の
幣
を
掲
げ
て
い
た
（
図
4
)
。
こ
れ
こ
そ
は

厳
島
明
神
で
あ
り
、
佐
伯
鞍
職
に
託
宣
を
与
え
る
。
佐
伯
鞍
職
は
上
洛

し
て
託
宣
を
上
奏
し
、
勅
旨
を
得
て
厳
島
神
社
を
創
建
す
る
の
で
あ
る
。

右
に
紹
介
し
た
厳
島
縁
起
は
浄
勝
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
の
も
の
だ

が
、
『
正
法
輪
蔵
』
は
本
に
よ
っ
て
内
容
に
違
い
が
あ
り
、
牧
野
和
夫

(
8
)
 

氏
に
よ
っ
て

I
類
本
と

II
類
本
と
の
二
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
表
1

に
あ
げ
た
『
正
法
輪
蔵
』
と
題
さ
れ
る
本
の
う
ち
、

I
類
に
分
類
さ
れ

る
本
は
法
雲
寺
本
と
満
性
寺
本
、

II
類
に
分
類
さ
れ
る
本
は
光
久
寺
本

・
聞
名
寺
本
・
金
沢
大
学
本
、
そ
し
て
右
に
参
照
し
た
浄
勝
寺
本
で
あ

る。

I
類
本
と

II
類
本
と
の
差
異
の
う
ち
、
三
十
一
歳
条
に
お
け
る
両

者
の
差
異
の
最
も
顕
著
な
点
と
し
て
、
話
の
展
開
す
る
順
序
の
違
い
が

(
9
)
 

渡
邊
信
和
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
正
法
輪
蔵
』
三
十
一
歳
条
の
話
の
展
開
を
み
る
と
、

I
類
本
は
絹

年
的
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【

l
】
「
異
説
」
と
し
て
太
子
が
二
十
一
歳
の
時
に
厳
島
明
神
が
顕
現

し
た
話
を
紹
介
す
る
。

【

2
】
佐
伯
鞍
職
が
恩
賀
島
の
海
上
で
天
女
に
託
宣
を
授
か
る
。

【

3
】
託
宣
を
上
奏
す
る
た
め
に
佐
伯
鞍
職
が
上
洛
す
る
。

【

4
】
都
に
客
星
が
出
現
し
、
数
千
万
羽
の
烏
が
飛
来
す
る
。

【

5
】
佐
伯
鞍
職
の
上
奏
を
聞
い
た
太
子
が
示
現
し
た
神
の
説
明
を
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す
る
。

【6
】
推
古
天
皇
は
厳
島
社
を
創
建
し
、
神
領
を
寄
進
す
る
。

右
の
【
1
】
1
【6
】
は
、
時
系
列
順
に
番
号
を
付
け
た
も
の
で
あ

る
。
編
年
的
に
語
る

I
類
本
に
対
し
て
、

11
類
本
で
は
視
点
を
聖
徳
太

子
に
す
え
た
構
成
と
な
る
た
め
、
【
1
】
1
【6
】
の
順
序
が
大
き
く
入

れ
替
わ
り
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
4
】
都
に
客
星
が
出
現
し
、
数
千
万
羽
の
烏
が
飛
来
す
る
神
変
が

起
き
る
。

【
5
a
】
太
子
が
こ
の
神
変
の
説
明
を
す
る
。

【
3
】
一
か
月
ほ
ど
後
、
佐
伯
鞍
職
が
上
洛
す
る
。

【
2
】
佐
伯
鞍
職
が
、
恩
賀
島
の
海
上
で
体
験
し
た
出
来
事
と
天
女

の
託
宣
を
上
奏
す
る
。

【
5
b
】
太
子
が
示
現
し
た
神
の
説
明
を
す
る
。

【
6
】
推
古
天
皇
は
厳
島
社
を
創
建
し
、
神
領
を
寄
進
す
る
。

【
1
】
「
異
説
」
と
し
て
太
子
が
二
十
一
歳
の
時
に
厳
島
明
神
が
顕
現

し
た
話
を
紹
介
す
る
。

な
お
、

11
類
本
は
こ
の
後
に
続
け
て
、
本
田
善
光
が
難
波
の
堀
江
か

ら
善
光
寺
如
来
を
拾
い
上
げ
、
信
濃
国
へ
下
向
し
た
話
、
い
わ
ゆ
る
善

光
寺
如
来
縁
起
を
記
し
て
い
る
。
『
正
法
輪
蔵
』

I
類
本
・
輪
王
寺
本

『
太
子
伝
』
．
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
で
は
三
十
一
歳
条
に
善
光

寺
如
来
の
話
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
と
慶
應

大
学
本
『
聖
徳
太
子
伝
正
法
輪
』
は
一
＿
一
十
一
歳
条
を
備
え
て
い
な
い
。

話
の
展
開
に
お
け
る

I
類
本
と
II
類
本
と
の
差
異
を
比
較
し
て
み
た

と
き
、
聖
徳
太
子
伝
に
収
録
さ
れ
る
説
話
と
し
て
は
II
類
本
の
方
が
洗

練
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
単
純
に
時
系
列
に
沿
っ
て
厳
島
神
社
の

縁
起
を
述
べ
る

I
類
本
に
対
し
て
、

II
類
本
は
あ
く
ま
で
も
聖
徳
太
子

の
事
績
を
語
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

II
類
本
で
は

【
5
a
】
に
お
い
て
、
佐
伯
鞍
職
の
登
場
に
先
ん
じ
て
太
子
に
神
変
の

解
説
を
さ
せ
、
こ
の
演
出
に
よ
っ
て
太
子
の
賢
察
を
一
層
ひ
き
た
た
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。

厳
島
縁
起
の
変
遷

こ
と
さ
ら
に
論
じ
る
ま
で
も
な
く
、
文
保
本
太
子
伝
は
多
分
に
説
話

文
学
的
な
史
料
で
あ
り
、
所
載
の
厳
島
縁
起
も
歴
史
的
信
憑
性
は
乏
し

い
。
そ
れ
で
な
く
と
も
、
中
世
の
寺
社
縁
起
の
多
く
は
寺
社
が
自
ら
の

霊
験
を
喧
伝
す
る
た
め
に
誇
張
さ
れ
、
時
に
は
偽
作
さ
れ
て
き
た
と
い

う
側
面
を
持
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
文
保
本
太
子
伝
の
編
者
自
身
が
厳
島
神
社
の
縁
起
諏
を

創
作
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
ん
ら
か
の
史
料
を
引
用
し
て
既
存
の

厳
島
縁
起
を
文
保
本
太
子
伝
に
織
り
込
ん
だ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
文
保
本
太
子
伝
に
こ
の
説
話
が
取
り
込
ま
れ
る
に
い
た
っ
た

経
緯
を
探
っ
て
み
た
い
。

厳
島
神
社
の
縁
起
が
文
献
上
に
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
仁
安
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三
年
(
-
―
六
八
）
十
一
月
の
「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」
に

(10) 

お
い
て
で
あ
る
。
佐
伯
景
弘
は
当
時
の
厳
島
神
社
の
神
主
を
勤
め
て
い

た
人
物
で
あ
る
。
仁
安
三
年
十
一
月
、
厳
島
神
社
は
社
殿
の
修
造
を
終

え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
海
上
に
建
築
さ
れ
る
社
殿
は
波
風
の
た
め
に

傷
み
や
す
く
、
度
重
な
る
私
費
で
の
修
造
は
佐
伯
氏
の
財
政
を
圧
迫
し

て
い
た
。
そ
の
負
担
に
耐
え
か
ね
た
佐
伯
景
弘
が
捻
出
し
た
苦
肉
の
策

が
「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」
で
あ
っ
た
。

「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」
は
、
今
後
の
厳
島
神
社
の
修
造

に
お
い
て
は
国
司
重
任
・
遷
任
の
功
を
募
っ
て
社
殿
の
造
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
、
太
政
官
の
裁
許
を
申
請
し
た
解
文
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

三
つ
の
段
落
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
太
政
官
の
裁
許
を
求
め
る

旨
を
告
げ
た
後
、
ま
ず
は
じ
め
に
諸
国
の
神
社
が
国
司
重
任
の
功
を
募

っ
て
造
営
し
た
先
例
を
列
挙
し
、
次
に
厳
島
神
社
の
社
殿
の
構
成
を
説

明
し
、
最
後
に
厳
島
神
社
の
縁
起
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
こ
の
た
び
の
裁

許
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
「
伊
都
岐
嶋
社
神

主
佐
伯
景
弘
解
」
に
よ
る
と
、
創
建
年
代
に
つ
い
て
は

嘗
社
者
推
古
天
皇
癸
丑
之
年
、
和
光
同
塵
垂
跡
以
降
、
星
霜
歳

重
、
感
應
日
新
、
則
是
鎮
護
國
家
之
仁
祠
、
嘗
國
第
一
之
霊
社
也

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
推
古
天
皇
癸
丑
之
年
」
は
推
古
天
皇
元
年

（
五
九
三
）
に
あ
た
る
。
そ
の
他
に
厳
島
神
社
の
創
建
に
か
か
わ
る
内

容
と
し
て
、
厳
島
明
神
の
託
宣
な
る
も
の
を
記
載
し
て
い
る
。

御
垂
跡
之
時
、
御
託
宣
状
云
、
末
代
及
破
壊
、
令
造
改
之
日
、
先

経
上
奏
、
諏
莫
進
止
、
兼
又
以
異
姓
他
人
、
不
可
為
神
主
、
不

可
従
神
事
、
以
佐
伯
鞍
職
子
々
孫
々
為
神
主
職
、
令
遂
造
螢
者

そ
の
内
容
は
、
将
来
社
殿
が
破
壊
さ
れ
、
修
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
場
合
、
上
奏
を
経
る
こ
と
に
な
っ
て
も
朝
廷
の
指
揮
を
仰
ぐ

必
要
は
な
い
、
ま
た
異
姓
他
人
を
神
主
と
し
て
神
事
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
と
す
る
な
ど
、
厳
島
神
社
と
そ
の
神
職
を
代
々
世
襲
す
る
佐
伯
氏

の
権
益
を
守
る
た
め
の
粉
飾
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

中
世
初
期
の
寺
社
縁
起
ら
し
く
、
自
社
の
霊
験
の
あ
ら
た
か
さ
や
由
緒

の
正
し
さ
を
印
象
づ
け
、
自
ら
の
主
張
に
説
得
力
を
持
た
せ
て
要
求
を

通
そ
う
と
す
る
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

仁
安
三
年
以
降
、
厳
島
神
社
の
縁
起
は
文
書
や
記
録
に
は
し
ば
ら
く

出
て
こ
な
い
の
だ
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
文
学
作
品
の
中
で
厳
島

神
社
の
縁
起
輝
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
っ
が
長
門
本
『
平

家
物
語
』
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
諸
本
が
混

滑
し
て
い
る
が
、
屋
代
本
・
覚
一
本
な
ど
の
語
り
系
本
と
延
慶
本
・
長

門
本
・
四
部
合
戦
状
本
・
源
平
盛
衰
記
な
ど
の
読
み
本
系
の
二
系
統
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
や
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
、
決
定
的
な
結
論
は
い
ま
だ
定
ま
ら
な
い
が
、
長
門
本
『
平
家
物

語
』
の
成
立
時
期
は
お
お
よ
そ
十
三
世
紀
前
半
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
長
門
本
『
平
家
物
語
』
の
巻
五
「
厳
島
之
次
第
事
」
に
は
厳
島
神

社
の
創
建
説
話
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
文
保
本
太
子
伝
所
載

の
厳
島
縁
起
と
似
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
佐
伯
鞍
職
（
長
門
本
『
平
家
物
語
』
で
は
蔵
本
と
表
記
さ
れ

る
が
）
が
船
に
乗
り
「
貴
女
」
に
託
宣
を
受
け
る
場
面
が
次
の
よ
う
に

描
写
さ
れ
て
い
る
。

蔵
本
飢
ヲ
休
メ
ン
カ
為
力
。
ツ
レ
ー
＼
ヲ
慰
マ
ン
料
ニ
カ
有
ケ

ン
。
網
舟
釣
舟
二
乗
ナ
ト
シ
テ
。
此
浦
々
ヲ
ッ
タ
ヒ
ア
リ
ク
所

ニ
。
或
日
午
ノ
時
許
沖
ノ
方
ヲ
見
レ
ハ
。
紅
ノ
帆
ヲ
引
タ
ル
大
船

一
艘
出
来
。
近
ツ
ク
ヲ
見
レ
ハ
。
舟
ニ
ハ
非
ス
瑠
璃
ノ
壺
二
赤
キ

幣
ヲ
附
テ
。
順
風
二
任
セ
。
佐
伯
力
舟
二
寄
タ
リ
。
如
何
卜
見
ル

所
輿
二
。
壺
ノ
中
ヨ
リ
。
目
出
タ
キ
貴
女
ノ
十
ニ
―
重
二
成
見
工

給
ヘ
ル
カ
。

鞍
職
の
逼
迫
し
た
様
子
や
「
貴
女
」
の
人
数
な
ど
、
細
部
に
お
い
て

文
保
本
太
子
伝
と
は
異
な
る
。
し
か
し
こ
の
文
章
に
よ
っ
て
も
本
証
寺

本
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
に
描
か
れ
た
厳
島
社
の
場
面
を
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
る
。

次
に
、
鳥
の
大
群
が
榊
の
枝
を
く
わ
え
て
都
に
飛
来
し
た
り
、
都
に

客
星
が
出
現
し
た
り
す
る
奇
瑞
諏
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

疾
々
上
洛
シ
テ
伝
奏
ヲ
経
ヨ
。
其
時
霊
鳥
ト
ナ
リ
テ
。
―
二
萬
榊

ノ
枝
ヲ
啄
集
メ
テ
紫
痰
殿
ノ
上
二
置
。
大
星
三
星
三
光
ヲ
ハ
ナ
チ

テ
皇
居
ヲ
照
サ
ン
時
。
驚
テ
神
領
ヲ
寄
進
有
ヘ
シ
ト
仰
ス
。
伯
恐

レ
恐
レ
蔵
本
上
洛
シ
テ
仔
細
ヲ
申
上
。

こ
ち
ら
も
同
様
に
、
文
章
表
現
は
違
え
ど
も
文
保
本
太
子
伝
の
厳
島

縁
起
と
同
内
容
を
伝
え
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
類
似
点
が
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
長
門
本
「
平
家
物
語
』

所
載
の
厳
島
縁
起
が
文
保
本
太
子
伝
所
載
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
の

は
、
佐
伯
鞍
職
が
安
芸
国
の
住
人
と
な
る
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

其
年
記
ハ
推
古
天
皇
ノ
御
宇
端
政
五
年
癸
丑
九
月
十
三
日
。
播
磨

国
印
南
野
二
七
整
鳴
鹿
ア
リ
。
帝
叡
覧
ア
ラ
ハ
ヤ
ト
綸
言
ア
リ
。

佐
伯
蔵
本
綸
言
ヲ
承
テ
。
河
内
国
柿
明
神
ノ
檀
ヲ
取
テ
弓
二
作

リ
。
印
南
野
二
分
入
。
件
ノ
鹿
ヲ
射
取
テ
見
参
二
入
。
此
鹿
金
色

ノ
鹿
ニ
テ
九
色
ノ
鹿
ナ
リ
。
公
卿
禽
議
ア
リ
。
昔
金
色
ノ
鹿
有

キ
。
是
権
者
也
卜
云
リ
。
然
レ
ハ
権
者
ヲ
殺
害
ノ
輩
罪
科
深
シ
ト

テ
。
安
芸
国
サ
、
ラ
濱
二
流
サ
ル
。

長
門
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
佐
伯
鞍
職
は
播
磨
国
印
南
野
で
金
色

の
鹿
を
射
た
た
め
に
罪
に
問
わ
れ
「
安
芸
国
サ
、
ラ
濱
」
に
配
流
さ
れ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
安
芸
国
随
一
の
名
社
た
る
厳
島
神
社
の
、
神

職
を
司
る
佐
伯
氏
の
祖
が
罪
人
で
あ
る
と
い
う
の
は
一
見
、
あ
ま
り
に

も
威
徳
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
真
相
は
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

蔵
本
都
二
登
リ
。
朝
二
申
入
ヨ
ト
仰
ラ
レ
ケ
レ
ハ
。
我
モ
遠
流
ノ

者
也
。
流
人
ト
シ
テ
赦
免
ヲ
蒙
ス
シ
テ
上
洛
セ
ン
事
。
如
何
候
へ

カ
ラ
ン
ト
申
ケ
レ
ハ
。
大
明
神
宣
ク
。
汝
ヲ
是
へ
下
ス
モ
我
計
ナ

リ
。
印
南
野
二
金
色
ノ
鹿
現
セ
シ
モ
我
ナ
リ
。
汝
ヲ
下
シ
テ
乳
母

ニ
セ
ン
カ
為
ナ
リ
。
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す
な
わ
ち
、
こ
の
思
わ
ぬ
罪
過
に
よ
る
佐
伯
鞍
職
の
配
流
さ
え
も
実

は
厳
島
明
神
の
神
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

佐
伯
鞍
職
が
安
芸
へ
配
流
さ
れ
る
理
由
と
な
っ
た
こ
の
金
色
の
鹿
の

話
に
つ
い
て
、
長
門
本
『
平
家
物
語
』
が
成
立
過
程
で
参
考
に
し
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
話
が
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
八
年
秋
七
月

条
に
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
八
年

秋
七
月
。
天
皇
卑
ぐ
皇
后
声
炉
高
驀
一
而
避
レ
暑
。
時
毎
夜
自
二
菟
餓

野
有
レ
聞
＿
一
鹿
鳴
一
。
其
整
蓼
亮
而
悲
之
。
共
起
二
可
憐
之
情
ー
。
及
―
―

月
盛
以
鹿
鳴
不
レ
聡
。
妥
天
皇
語
皇
后
一
日
。
賞
是
タ
一
而
鹿
不
レ

嗚
。
其
何
由
焉
。
明
日
猪
名
縣
佐
伯
部
猷
二
+
包
ゃ
且
ー
。
天
皇
令
＿
一
膳

夫
ー
以
問
日
。
其
庖
宜
何
物
也
。
封
言
。
牡
鹿
也
。
問
之
。
何
虞

鹿
也
。
日
。
菟
餓
野
。
時
天
皇
以
為
。
是
庖
直
者
必
其
鳴
鹿
也
。

因
語
皇
后
日
。
朕
比
直
懐
抱
ー
。
聞
鹿
庭
而
慰
之
。
今
推
―

佐
伯
部
獲
鹿
之
日
夜
及
山
野
一
。
即
賞
鳴
南
竺
。
其
人
雖
下
不
レ
知
―
―

朕
之
愛
一
以
適
逢
禰
獲
鯰
猶
不
レ
得
レ
已
而
有
レ
恨
。
故
佐
伯
部
不
レ

欲
レ
近
ー
一
於
皇
居
一
。
乃
令
＿
一
有
司
l

移
郷
子
安
藝
淳
田
ー
。
此
今
淳

田
佐
伯
部
之
祖
也
。

む
ろ
ん
、
文
言
の
一
字
一
句
ま
で
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
時

代
や
場
所
の
設
定
も
異
な
る
。
長
門
本
『
平
家
物
語
』
で
は
時
代
設
定

を
「
推
古
天
皇
ノ
御
宇
端
政
五
年
癸
丑
九
月
十
三
日
」
の
こ
と
と
す
る

が
、
『
書
紀
」
で
は
「
仁
徳
天
皇
冊
八
年
秋
七
月
」
と
し
て
い
る
。
鹿

を
射
た
場
所
は
長
門
本
『
平
家
物
語
』
で
は
「
播
磨
国
印
南
野
」
で
あ

る
が
、
『
書
紀
』
で
は
「
菟
餓
野
」
で
あ
る
。
配
流
さ
れ
た
土
地
は
長

門
本
『
平
家
物
語
』
で
は
「
安
芸
国
サ
、
ラ
濱
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

『
書
紀
』
で
は
「
安
藝
淳
田
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
細
部
で
は

相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
話
の
筋
を
追
う
限
り
で
は
両
者
は
酷
似
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
『
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
八
年
秋
七
月
条
が

長
門
本
『
平
家
物
語
」
の
厳
島
縁
起
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
な
ぜ
、
『
書
紀
』
と
長
門
本
『
平
家
物
語
」
と
の
間
に
こ
れ
ら

の
よ
う
な
時
代
や
場
所
の
設
定
の
相
違
が
生
じ
た
の
か
。
こ
と
年
記
の

問
題
に
限
れ
ば
、
や
は
り
「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」
の
影
響

と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
長
門
本
『
平
家
物
語
』
は
、
『
書
紀
』

仁
徳
天
皇
三
十
八
年
秋
七
月
条
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
厳
島
神
社
の
縁
起
謁

を
創
作
し
つ
つ
も
、
「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」
と
い
う
「
史

実
」
に
基
づ
く
時
代
設
定
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」

に
記
さ
れ
る
推
古
天
皇
元
年
と
い
う
厳
島
神
社
の
創
建
年
代
が
、
十
三

世
紀
の
時
点
で
は
定
説
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

長
門
本
『
平
家
物
語
」
の
ほ
か
、
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
―
つ
で

あ
る
『
源
平
盛
衰
記
』
の
巻
十
―
―
-
「
入
道
信
同
社
井
垂
跡
」
に
も
厳
島

神
社
の
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
は
全
四
十
八
巻
か
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ら
な
り
、
『
平
家
物
語
』
読
み
本
系
の
諸
本
の
中
で
は
最
も
大
部
の
作

品
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
十
四
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
．

『
源
平
盛
衰
記
』
所
載
の
厳
島
縁
起
は
、
長
門
本
『
平
家
物
語
』
所

載
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
文
章
も
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
し
、
佐
伯

鞍
職
が
鹿
を
射
た
罪
状
で
安
芸
に
送
ら
れ
た
い
き
さ
つ
な
ど
は
全
く
省

か
れ
て
い
る
。
；
し
か
し
、
「
推
古
天
皇
御
宇
癸
丑
端
正
五
年
」
と
い
う

年
代
の
設
定
は
長
門
本
『
平
家
物
語
』
と
同
じ
で
あ
り
、
佐
伯
鞍
職
が

船
に
乗
り
「
貴
女
」
に
託
宣
を
受
け
る
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。

抑
厳
島
明
神
卜
申
ハ
、
推
古
天
皇
御
宇
癸
丑
端
正
五
年
十
一
月
十

二
日
、
内
舎
人
佐
伯
鞍
職
卜
云
者
、
為
網
鈎
恩
賀
島
ノ
辺
二
経
回

シ
ケ
ル
ニ
、
西
方
ヨ
リ
紅
ノ
帆
挙
タ
ル
舟
見
工
来
ル
。
船
中
二
瓶

ア
リ
。
瓶
ノ
内
二
鋒
ヲ
立
テ
赤
幣
ヲ
付
タ
リ
。
瓶
内
二
三
人
ノ
貴

女
ア
リ
。
其
形
端
厳
ニ
シ
テ
、
人
類
二
不
同
。

こ
こ
に
記
さ
れ
る
情
景
は
、
本
証
寺
本
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
第
五
幅

に
描
か
れ
る
場
面
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
た
と
し
て
も
全
く
問
題
な

い
。
『
源
平
盛
衰
記
』
の
こ
の
一
節
を
、
そ
の
ま
ま
絵
解
き
の
台
本
に

用
い
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
で
あ
る
。
鳥
の
大
群
が
榊
の
枝
を
く
わ
え

て
都
に
飛
来
し
、
都
に
客
星
が
出
現
す
る
奇
瑞
も
記
さ
れ
て
い
る
。

鞍
職
言
ク
、
何
ナ
ル
験
有
テ
カ
可
経
官
奏
卜
。
明
神
答
云
、
王
城

ノ
艮
ノ
天
二
、
客
星
異
光
有
テ
出
現
セ
ン
、
公
家
殊
二
驚
テ
可
成

怪
時
二
、
烏
鳥
多
集
テ
共
二
榊
ノ
枝
ヲ
食
エ
ン
ト
宣
ケ
リ

『
源
平
盛
衰
記
』
は
そ
の
文
章
中
に
、
各
説
話
に
つ
い
て
「
或
本
二

云
」
「
秘
本
二
云
」
な
ど
と
い
っ
た
断
り
書
き
を
さ
し
は
さ
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
史
料
的
価
値
、
信
憑
性
に
つ
い
て
の
評
価
を
記
し
て
い
る
と
い

う
特
色
が
あ
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
は
こ
う
い
っ
た
文
章
の
冗
長
さ
に

よ
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
文
学
作
品
と
し
て
の
評
価
を
落
と
し
が
ち
で
あ

る
の
だ
が
、
反
面
、
編
者
な
り
に
史
実
性
を
追
求
し
た
内
容
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
『
源
平
盛
衰
記
』
の
編
集
方
針
か
ら
み

て
、
編
者
は
厳
島
神
社
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
「
推
古
天
皇
御
宇
癸
丑

端
正
五
年
」
と
い
う
年
記
を
信
頼
す
る
に
足
る
と
考
え
て
採
用
す
る
に

い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
保
本
太
子
伝
所
載
の
厳
島
縁
起

本
稿
の
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
源
平
盛
衰
記
』
に
記
さ
れ
る

厳
島
縁
起
は
文
保
本
太
子
伝
に
記
さ
れ
る
そ
れ
と
の
類
似
性
が
牧
野
和

(11) 

夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
牧
野
氏
は
『
源
平
盛
衰
記
』
と
、

輪
王
寺
所
蔵
の
『
太
子
伝
』
と
を
例
に
と
っ
て
両
者
の
文
章
を
比
較
検

討
し
、
両
者
が
共
通
の
古
縁
起
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
親

縁
関
係
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
文
保
本
太
子
伝
と
比
較
す
る
と

『
源
平
盛
衰
記
』
に
記
載
さ
れ
る
厳
島
縁
起
は
簡
略
化
さ
れ
、
表
現
が

異
な
る
部
分
も
多
い
の
だ
が
、
牧
野
氏
は
こ
の
点
を
両
者
が
各
々
独
自

の
加
筆
・
削
除
を
施
し
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
厳
島
神
社
の
縁
起
諏
に
関
し
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て
い
え
ば
『
源
平
盛
衰
記
』
と
文
保
本
太
子
伝
に
は
決
定
的
な
違
い
が

＿
つ
あ
る
。
そ
れ
は
厳
島
神
社
創
建
の
年
代
で
あ
る
。
「
伊
都
岐
嶋
社

神
主
佐
伯
景
弘
解
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
長
門
本
『
平
家
物
語
』
も

『
源
平
盛
衰
記
』
も
、
厳
島
明
神
の
鎮
座
を
推
古
天
皇
元
年
に
設
定
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
文
保
本
太
子
伝
で
は
推
古
天
皇
十
年
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
文
保
本
太
子
伝
は
、
一
方
で
は
「
異

説
」
と
し
て
厳
島
明
神
の
鎮
座
を
推
古
天
皇
元
年
と
す
る
説
も
紹
介
し

(12) 

て
い
る
。
文
保
本
太
子
伝
は
「
伊
都
岐
嶋
社
神
主
佐
伯
景
弘
解
」
と
い

ぅ
「
史
実
」
を
「
異
説
」
に
追
い
や
っ
て
ま
で
、
な
ぜ
推
古
天
皇
十
年

と
い
う
年
記
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
保
本
太
子
伝
が
厳
島
神
社
の
創
建
年
代
を
推
古
天
皇
十
年
に
設
定

し
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
文
中
に
引
用
さ
れ
る
社
領

の
寄
進
状
で
あ
る
。
浄
勝
寺
本
を
含
む
『
正
法
輪
蔵
』

II
類
本
の
文
中

に
は
厳
島
神
社
の
縁
起
に
続
い
て
推
古
天
皇
に
よ
る
社
領
の
寄
進
状
が

引
用
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
吉
貴
九
年
歳
次
壬
戌
一
二
月
日
」
と
日
付

を
記
す
。推

古
天
王
大
石
＂
ゴ
御
信
敬
ぃ
笞
当
国
ノ
々
司
る
為
二
奉
行
＿
彼
厳
嶋
ノ

大
明
神
ヮ
奉
り
崇
メ
給
ヘ
ケ
レ
ハ
時
ノ
神
領
ノ
御
寄
進
之
状
云

奉
寄
進
厳
嶋
ノ
大
明
神
ノ
々
領
事

リ
ノ
ソ
マ
ヤ
マ

当
国
ノ
中
水
田
一
千
七
万
八
十
町
井
修
現
柚
山

八
千
余
町
右
当
国
ノ
々
司
毎
ゎ
化
ニ
ム
可
レ
捧
ー
上
分
田
↓
全
ク

不
可
レ
軽
神
威
一
社
頭
破
壊
之
時
ハ
国
司
必
ス
経
互
＾
奏
↓

ヒ
カ
ハ

貼
咋
国
中
柚
↓
可
レ
奉
元
修
埋
面
つ
間
ノ
材
木
桧
皮
等
不
レ
可

レ
遵
上
京
都
＿

l-
吉
貴
九
年
紐
紘
―
＿
一
月
日

こ
れ
を
理
由
と
し
て
厳
島
の
創
建
年
代
を
推
古
天
皇
十
年
と
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
同
じ
文
保
本
太
子
伝
で
も
、
醍
醐
寺
本
『
聖

徳
太
子
伝
記
』
三
十
一
歳
条
に
記
さ
れ
る
厳
島
縁
起
で
は
、
『
正
法
輪

蔵』

II
類
本
と
同
じ
寄
進
状
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
寄
進
状
末
尾
の
日

付
を
欠
い
た
形
で
記
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
寄
進
状
の
年
記
を
理
由

と
す
る
考
え
は
成
立
し
難
い
。

そ
れ
で
は
文
保
本
太
子
伝
の
編
者
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
厳
島

神
社
の
創
建
年
代
を
推
古
天
皇
十
年
に
設
定
し
た
の
か
。
実
は
、
『
正

法
輪
蔵
』

II
類
本
を
子
細
に
読
み
と
い
て
い
く
と
、
編
者
が
明
ら
か
に

な
ん
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
新
し
い
解
釈
を
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部

分
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
厳
島
縁
起
に
つ
い
て
の
独
自
解
釈
の
部
分
こ
そ

が
、
「
史
実
」
と
は
異
な
る
厳
島
神
社
の
創
建
年
代
を
導
き
出
す
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
新
し
く
独
自
解
釈
を
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
、
厳
島
明

神
が
都
に
霊
験
を
あ
ら
わ
す
場
面
に
み
ら
れ
る
。

長
門
本
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
厳
島
明
神
が
示
現

す
る
予
兆
と
し
て
、
榊
の
枝
を
く
わ
え
た
鳥
の
飛
来
と
客
星
の
出
現
と

が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
が
と
も
に
厳
島
明
神
に
関
連
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
正
法
輪
蔵
』

II
類
本
で
は
鳥
の
飛
来
の
み
が

「
百
王
守
護
ー
霊
神
ノ
我
朝
ー
ー
示
現
ン
御
座
ス
ヘ
キ
以
ー
一
瑞
相
↓
彼
鳥
数
万
ノ
榊
ノ
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枝
ヲ
ク
ワ
エ
テ
顕
現
ス
ル
所
也
卜
奏
｀
ン
給
ヘ
リ
」
と
説
明
さ
れ
る
。

一
方
、
客
星
は
「
天
台
星
」
と
名
づ
け
ら
れ
「
我
朝
ー
ー
霊
仏
出
現
｀
ン
窮
ゴ

未
来
際
苫
且
王
城
在
i
i

五
＃
翌
可
レ
利
号
衆
生
ヲ
瑞
ー
相
也
」
と
説
明
さ
れ

る
。
「
天
台
星
」
は
「
霊
仏
出
現
」
の
瑞
相
で
あ
り
、
厳
島
明
神
と
は

切
り
離
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
独
自
解
釈
こ
そ
が
文
保
本
太
子

伝
が
厳
島
神
社
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
他
の
縁
起
と
は
一
線
を
画
す
る

理
由
の
枢
要
な
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
「
我
朝
ー
ー
霊
仏
出
現
西
宮
未
来
際
↓
自
二
王
城
在
歩
丑
寅
一
ー
可
レ

利
号
衆
生
ヲ
瑞
和
~
」
と
い
う
奇
瑞
が
『
正
法
輪
蔵
』11
類
本
で
は
ど
の

よ
う
に
再
構
成
さ
れ
、
太
子
伝
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

『
正
法
輪
蔵
』

11
類
本
の
三
十
一
歳
条
で
は
、
厳
島
縁
起
に
続
い
て

善
光
寺
如
来
縁
起
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
太
子
に
、

去
三
月
之
比
口
出
ー
ー
客
星
丑
寅
云
翌
叡
慮
云
E・

ン
時
今
年
霊
仏
出
世

御
｀
ン
よ
寸
コ
王
法
莉
苔
ぅ
衆
生
↓
奏
事
有
茄
か
来
御
下
可
盆
四
末
世
之

衆
生
立
則
標
也

と
語
ら
せ
て
い
る
。
「
天
台
星
」
の
出
現
は
、
太
子
と
善
光
寺
如
来

と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
文
保
本
太
子
伝
に
お
い
て
厳
島
神
社
の
鎮
座
を
推
古
天
皇
十
年
に

設
定
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
善
光
寺
如
来
の
東
国
下
向
と
連
動
さ
せ
る

た
め
に
は
、
「
天
台
星
」
の
出
現
は
推
古
天
皇
十
年
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
正
法
輪
蔵
』

11
類
本
の
三
十
一
歳
条
に
は
、
「
天
台
星
」
の
ほ
か
に

も
善
光
寺
如
来
と
太
子
と
の
結
ぴ
つ
き
を
強
め
よ
う
と
す
る
意
図
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
部
分
が
あ
る
。
太
子
が
二
歳
の
折
に
東
方
を
向

い
て
念
仏
を
唱
え
た
事
績
は
太
子
絵
伝
に
は
必
ず
描
か
れ
る
有
名
な
場

面
で
あ
り
、
十
三
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
こ
の
場
面
だ
け
を
独
立
さ

せ
た
い
わ
ゆ
る
南
無
仏
太
子
像
が
大
流
行
し
た
。
こ
の
有
名
な
太
子
二

歳
の
事
績
も
、
『
正
法
輪
蔵
』

II
類
本
の
三
十
一
歳
条
で
は
善
光
寺
如

来
と
結
び
つ
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
太
子
は
「
天
台
星
」
と
善
光
寺
如

来
と
を
結
ぴ
つ
け
る
解
説
に
続
い
て
、

又
勝
堂
ヵ
古
へ
生
年
二
歳
ー
シ
ー
品
翌
東
方
面
翌
南
無
仏
↓
事
如
来
難
波
ノ

浦
ョ
リ
放
ー
↓
信
濃
国
へ
御
光
品
翌
玉
キ
今
本
田
ヵ
身
悶
払
レ
此
二
歳
二
月
十

五
日
早
旦
向
レ
東
唱
孟
E

無
仏
↓

と
語
り
、
二
歳
の
時
に
東
方
に
向
か
っ
て
念
仏
を
唱
え
た
の
は
、
善

光
寺
如
来
が
東
国
へ
下
向
す
る
こ
と
を
予
知
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と

説
明
す
る
の
で
あ
る
。

太
子
二
歳
の
事
績
と
善
光
寺
如
来
と
を
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と
は
、

『
正
法
輪
蔵
』

II
類
本
の
ほ
か
、
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
二
歳
条
に

も
み
ら
れ
る
。
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
は
、
太
子
の
事
績
に
付
随
す

る
秘
事
口
伝
の
み
を
集
成
し
た
本
で
あ
る
。
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』

二
歳
条
で
は
、
「
古
老
ノ
ロ
偲
二
云
」
と
し
て
太
子
二
歳
の
事
績
と
善

光
寺
如
来
と
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。

一
太
子
向
東
方
礼
シ
給
事
古
老
ノ
ロ
偉
二
云

推
古
天
皇
御
即
位
十
年
、
十
月
二
日
、
先
生
之
御
檀
那
、
本
田
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善
光
一
右
ど
御
託
宣
ー
。
本
國
御
下
向
之
時
、
推
古
天
皇
、
如
来
ヲ
奉

惜
給
ケ
ル
時
、
々
ノ
殿
下
聖
徳
太
子
、
生
年
二
歳
ノ
春
、
二
月
十

五
日
―
-
‘
向
レ
東
、
成
レ
礼
ヲ
給
ヘ
ル
御
事
ヮ
、
如
来
、
東
國
御
下
向
ノ

時
、
始
奏
給
ケ
ル
也
。

太
子
御
奏
聞
二
云
゜

抑
、
臣
厩
戸
、
生
年
二
歳
、
二
月
十
五
日
―
-
‘
向
レ
東
方
、
唱

l

仏
ノ
御
名
コ
奉
キ
。
成
礼
↓
、
七
歳
ニ
テ
無
り
キ
解
。
是
則
、
本
師
ア
ミ

夕
如
来
ヲ
奉
げ
礼
。
其
故
ハ
、
如
来
、
兼
テ
ト
玉
末
代
利
生
之
硼
↓
‘

ミ

ノ

チ

従
難
波
輝
、
信
濃
國
水
内
ノ
郡
―
-
、
放
光
明
ヲ
ー
、
現

i

緬
御
身
↓
御

シ
キ
。
如
レ
斯
、
先
生
御
檀
那
、
今
ー
善
光
二
、
深
立
有
ス
御
契
ヰ
御
事

也
。
唯
、
速
丘
竺
仏
意
一
一
、
東
國
、
可
ー
ー
奉
下
給
ー
、
有
一
御
奏
聞
―

ケ
ル
也
。

そ
の
内
容
は
や
は
り
、
太
子
が
二
歳
の
お
り
に
念
仏
を
唱
え
た
方
角

が
東
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
善
光
寺
如
来
の
東
国
へ
の
下
向
と
結
ぴ
つ
け

た
も
の
で
あ
る
。

東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』
に
お
い
て
「
古
老
ノ
ロ
偉
」
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
記
事
が
、
『
正
法
輪
蔵
』

II
類
本
で
は
本
文
に
お
り
こ
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
初
は
秘
事
口
伝
と
し
て
絵
解
き
の
際
に
必
要
に

応
じ
て
語
ら
れ
て
い
た
話
が
、
い
つ
し
か
本
文
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
保
本
太
子
伝
は
、
文
保
年
間
の
前
後
十
数
年
に
わ
た
っ
て
徐
々
に

(13) 

編
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
東
大
寺
本
『
正
法
輪
蔵
』

で
は
「
古
老
ノ
ロ
偉
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
太
子
二
歳
の
事
績
が

『
正
法
輪
蔵
』

II
類
本
で
は
本
文
に
お
り
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
現
象

は
、
文
保
本
太
子
伝
の
成
立
過
程
を
示
す
実
例
と
し
て
み
る
べ
き
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
、
文
保
本
太
子
伝
が
制
作
さ
れ
た
十
四
世
紀
初
頭
の
四

天
王
寺
に
お
い
て
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
教
学
研
究
が
結
実
し
て
い
く
過

程
を
示
す
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

輪
王
寺
本
『
太
子
伝
』
八
巻
奥
書
に
は
「
右
此
偉
者
、
四
天
王
寺
存

(14) 

田
坊
之
秘
偲
也
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
「
存

田
坊
」
と
い
う
四
天
王
寺
の
子
院
に
つ
い
て
考
察
す
る
材
料
を
持
た
な

い
た
め
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
存
田
坊
」
こ
そ

が
、
十
四
世
紀
初
頭
の
四
天
王
寺
に
お
い
て
文
保
本
太
子
伝
を
生
み
出

し
た
教
学
研
究
所
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
世
に
お
け
る
寺
家
の
太
子
信
仰
の
教
学
研
究
は
、
『
伝
暦
』
の
解

釈
を
柱
と
し
て
太
子
の
真
実
の
姿
に
迫
ろ
う
と
試
み
る
、
「
伝
暦
学
」

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
創
建
に
太
子
と
の
由
縁
を
主

張
す
る
寺
院
は
、
『
伝
暦
』
に
記
さ
れ
た
太
子
の
事
績
を
研
究
・
再
構

築
し
、
そ
の
成
果
を
「
秘
事
」
と
し
て
集
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
学
問
の
成
果
物
と
し
て
、
法
隆
寺
で
は
十
三
世
紀
前
半
に

顕
真
に
よ
っ
て
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
が
成
立
し
、
橘
寺
で
は
正
和
三

結
び
に
か
え
て
‘
~
世
の
学
問

I
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年
(
-
三
一
四
）
に
法
空
の
筆
に
よ
っ
て
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
が
書
か
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
四
天
王
寺
に
お
い
て
も
、
法
隆
寺
や
橘

寺
に
さ
き
が
け
て
嘉
禄
三
年
(
―
ニ
ニ
七
）
に
『
太
子
伝
古
今
目
録

抄
』
が
編
述
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
伝
暦
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
太
子
の
事
績
に
つ
い
て
仏
典
や
史
料
に
も
と
づ
い
た

解
釈
を
施
し
て
ゆ
く
、
い
わ
ば
太
子
信
仰
の
研
究
書
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
太
子
信
仰
の
教
学
研
究
の
一
環
と
し
て
、
四
天
王
寺
の

僧
た
ち
は
文
保
本
太
子
伝
に
厳
島
縁
起
を
お
り
こ
み
、
新
た
な
解
釈
を

施
し
て
太
子
と
善
光
寺
如
来
と
を
結
び
つ
け
て
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
は
、
太
子
と
守
屋
と
の
合
戦
の
後
、
難
波
の
堀
江
に
沈
め
ら
れ
て

い
た
善
光
寺
如
来
が
本
田
善
光
の
登
場
ま
で
な
ぜ
放
置
さ
れ
て
い
た
の

か
、
な
ぜ
太
子
は
難
波
の
堀
江
か
ら
善
光
寺
如
来
を
引
き
上
げ
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
答
え
を
導
き
出
そ
う
と
し

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
そ
の
試
み
は
、
結
果
と
し
て
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て
太
子
と
厳
島
神
社
と
の
組
み
合
わ
せ
は

ま
っ
た
く
不
可
解
で
あ
り
、
そ
の
創
建
に
お
い
て
太
子
と
の
関
連
を
説

く
厳
島
縁
起
は
世
間
に
浸
透
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
私
た
ち
の
目
に
本

証
寺
本
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
第
五
幅
の
図
様
は
奇
異
な
も
の
と
し
て
う

つ
る
。
つ
ま
り
、
太
子
と
厳
島
神
社
と
を
結
び
つ
け
た
解
釈
は
、
厳
島

縁
起
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

現
代
の
歴
史
学
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
聖
徳
太
子
と
い
う
人
物

註(
l
 

(
2
 

の
姿
は
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
と
し
た
像
を
結
ば
ず
、
輪
郭
を
定
め
が
た

い
。
ま
し
て
中
世
に
お
い
て
聖
徳
太
子
の
こ
と
を
知
る
に
は
、
な
に
は

と
も
あ
れ
、
ま
ず
は
『
伝
暦
』
や
『
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
太
子
の
事
績

を
基
本
史
料
と
し
て
信
じ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
「
伝
暦
学
」
の

研
究
成
果
と
し
て
新
説
・
異
説
を
さ
し
は
さ
む
法
隆
寺
の
顕
真
や
橘
寺

の
法
空
、
四
天
王
寺
の
学
侶
た
ち
は
、
彼
ら
と
し
て
は
真
摯
に
聖
徳
太

子
と
い
う
先
徳
を
研
究
し
て
い
る
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。
現
在
の
私

た
ち
に
は
荒
唐
無
稽
と
し
か
思
え
な
い
秘
事
口
伝
も
異
説
も
、
全
て
一

刀
両
断
に
「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
つ
く
り
あ
げ
た
虚
説
」
「
中
世
の
寺

社
縁
起
に
あ
り
が
ち
な
『
言
っ
た
者
勝
ち
』
的
な
喧
伝
」
と
評
価
を
下

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
の
太
子
信
仰
の
教
学
研
究
の
成
果

で
あ
る
聖
徳
太
子
伝
を
、
よ
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
表
現
し
た
も
の
が
聖
徳

太
子
絵
伝
で
あ
り
、
各
種
の
聖
徳
太
子
像
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み

る
と
、
聖
徳
太
子
信
仰
に
関
連
す
る
美
術
作
品
は
、
教
学
研
究
の
到
達

点
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
日
本
の
美
術
」
九
十
一
（
至
文
堂
、
一
九
七
三
年
十
二
月
）

菊
竹
氏
は
前
掲
註

(
1
)
書
「
日
本
の
美
術
」
九
十
一
号
に
お
い

て
、
聖
徳
太
子
絵
伝
に
描
か
れ
る
場
面
の
う
ち
『
伝
暦
」
以
外
の
出

典
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
典
拠
を
示
し
て
い
る
。

十
六
歳
「
六
角
堂
建
立
」
1
1
師
錬
撰
『
元
享
釈
書
」
巻
第
二
十
八
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(
6
 

(
5
)
 

(
4
 

(
3
)
 

十
七
歳
「
四
天
王
寺
の
瓦
を
造
る
」
1
1
堂
本
家
所
蔵
の
太
子
絵
伝

の
題
銘

十
八
歳
「
牛
飼
い
に
穀
倉
を
与
え
る
」
1
1
瑞
泉
寺
の
口
伝

二
十
三
歳
「
弓
を
地
に
突
い
て
清
水
を
得
る
」
1
1
「
仮
名
太
子
伝
」

二
十
三
歳
「
下
女
、
桃
を
献
じ
る
」
1
1
頂
本
寺
所
蔵
の
太
子
絵
伝

の
詞
書

三
十
四
歳
「
巡
行
の
休
息
所
に
里
人
屏
風
を
め
ぐ
ら
す
」
1
1
『
顕
真

得
業
口
決
抄
j

三
十
四
歳
「
馬
を
打
つ
農
夫
を
戒
め
る
」
1
1
『
仮
名
太
子
伝
』

四
十
三
歳
「
太
子
の
笛
の
音
に
山
神
舞
う
」
1
1
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』

牧
野
和
夫
「
中
世
の
太
子
伝
を
通
し
て
見
た
一
、
二
の
問
題

(
2
)

ー
所
引
朗
詠
注
を
介
し
て
、
些
か
盛
衰
記
に
及
ぶ
ー
」
（
「
東
横
国
文

学
」
十
四
、
一
九
八
二
年
三
月
）

た
だ
し
例
外
的
に
太
子
十
六
歳
条
、
太
子
十
七
歳
条
、
太
子
二
十
二

歳
条
の
冒
頭
に
は
私
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
輪
王
寺
本
「
太
子

伝
』
も
同
様
で
あ
る
。

日
光
山
輪
王
寺
所
蔵
『
太
子
伝
』
八
巻
奥
書

右
此
博
者
、
四
天
王
寺
存
田
坊
之
秘
偉
也
、
彼
奥
書
云
、
不
可

出
院
内
、
又
不
可
有
外
見
、
以
起
請
文
、
唯
是
一
人
付
属
也
、

然
而
、
依
有
事
縁
、
彼
秘
偉
之
肝
用
所
抜
寓
也
、
而
故
者
、
雖

為
此
博
不
可
有
書
寓
、
亦
不
可
有
他
見
、
於
本
停
之
起
請
語
、

有
冥
顕
之
怖
故
也
、
穴
賢
ク
ク
、
可
隠
密
者
也
云
云

阿
部
泰
郎
「
『
正
法
輪
蔵
」
東
大
寺
図
書
館
本
|
聖
徳
太
子
伝
絵
解

き
台
本
に
つ
い
て
の
一
考
察
—
」
(
『
藝
能
史
研
究
」
八
十
二
、
一
九

(14 
(13) 

(10) 

(11) 

(12) 

(
9
)
 

8
)
 

(
7
 

八
三
年
七
月
）

奈
良
国
立
博
物
館
『
社
寺
縁
起
絵
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）

所
収
の
河
原
由
雄
「
各
個
解
説
」
に
よ
る
。

牧
野
和
夫
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
聖
徳
太
子
伝
正
法
輪
」
翻
印
並

ぴ
に
解
説
」
（
『
東
横
国
文
学
』
十
六
、
一
九
八
四
年
三
月
）

渡
邊
信
和
「
浄
勝
寺
丹
山
文
庫
蔵
『
正
法
輪
蔵
』
研
究
並
ぴ
に
翻

刻
」
（
「
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
七
・
八
合
併
号
、
一
九

八
六
年
）

『
宮
島
町
史
』
特
論
編
・
建
築
所
収

前
掲
註

(
3
)
論
文

浄
勝
寺
本
「
正
法
輪
蔵
」
―
―
-
+
―
歳
条

異
説
云
厳
嶋
縁
起
云
太
子
廿
一
御
歳
推
古
天
皇
即
位
元
年
虹
認

端
正
五
年
十
一
月
十
二
日
厳
嶋
大
明
神
始
テ
顕
給
ヘ
リ

満
性
寺
本
「
聖
法
輪
蔵
』
三
十
二
歳
条
に
は
「
桓
武
天
王
御
宇
延
暦

十
三
年
ヨ
リ
延
慶
元
年
マ
テ
ハ
、
星
霜
五
百
十
六
年
帝
皇
四
十
五
代

也
」
と
あ
り
、
現
在
の
年
代
を
延
慶
元
年
(
-
三
0
八
）
と
し
て
い

る
。
一
方
、
輪
王
寺
本
「
太
子
伝
」
四
十
二
歳
条
、
満
性
寺
本
『
聖

法
輪
蔵
」
四
十
二
歳
条
は
建
仁
二
年
(
―
二
0
1
―
)
か
ら
現
在
ま
で

の
経
過
年
数
を
「
至
云
エ
僅
一
百
二
十
余
年
ノ
事
共
也
」
と
記
し
、

元
亨
二
年
(
-
三
二
二
）
の
成
立
を
う
か
が
わ
せ
る
。

前
掲
註

(
5
)
参
照（

関
西
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
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